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マア語 (スワヒリ語でKimbugu cha ndani) と呼ばれる変種と、外マア語 (スワヒリ語













































































































 7.3の、ときを表す節については、Mous (2003a) の記述とは異なる構造が見られ
る。過去に事態が起こったときを表す際には、Mousは -he- という「過去の条件」を
表すテンス・アスペクト標識を用いると述べているが、筆者の2003年以降の現地調査
においては、-he- ではなく、「継続」のテンス・アスペクト標識 -re- を用いた形式
が収集されている。また、現在と未来については、「条件および進行」のテンス・ア




























































































e. 内マア語と外マア語は、それぞれ別の人 (もしくは集団) に民族語として
 話されている。 
論者はまず、マア民族の成立について知られていることからaを否定する。また、マ
アの人たちは多くが周辺民族の言語であるシャンバー語を話すことができるが、彼ら
はシャンバーの人たちと話す時にはシャンバー語を話し、外マア語、内マア語を秘密
語として使うことはなく、その他の場合もどちらかが秘密語として使用される場面は
観察されないとしてbを否定する。C-eの可能性を検討するため、論者はインタビュー
調査を実施する。内マア語と外マア語の使用については、内マア語、外マア語のどち
らもが、男女共に話され、会話の内容に制限がなく、使用の場にも制限がないこと、
母語話者がいること、さらに外マア語がすべてのマアの人々に習得されていること、
を明らかにしている。これにより、上記の可能性のうち、cとdが否定される。マアの
人々の中には、内マア語を話せる人たちと話せない人たちがおり、内マア語話者は外
マア語話者とは外マア語で話す。この点から、上記の可能性のうち、eの、内マア語と
外マア語は別々の集団に民族語として話されているというのが、今のマアのコミュニ
ティの状況を最もよく表していると分析している。以上の議論から、内マア語と外マ
ア語は、社会的にはそれぞれ別個の言語として振舞っており、マアの人たちは同一民
族意識を持ちながら、異なる言語を話す集団であると結論付ける。 
Ⅳ部は全体のまとめとこれからの研究の展望である。 
以上のように、本論文は長期間のフィールド調査に基づく両言語の精密な言語記述
および社会言語学的な調査によって、これまでその実体が不明であったマアの人々の
二重言語使用について明らかにした画期的な研究であり、バントゥ言語学、二重言語
使用などの社会言語学のフィールドに対して大きな貢献をなしたものといえる。 
しかし、問題がないわけではない。外マア語はパレ語と明確な関係を持つことが分
かっているが、内マア語に関しては言語接触によって生じた言語であることが分かっ
ているのみでその語彙がどの言語を来源としているかに関して、先行研究を超えてい
ない部分がある。また、内マア語を話す人は限定されることが分かっているが、それ
がどのような社会階層、クランに属するかなどに対する研究がされていない。しか
し、これらは論者も十分意識しており、将来の研究により解決できる問題であると判
断されるため、本論文の価値を大きく減じるものではない。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。平成28年2月16日、調査委員３名が論文内容とそれに関連した事柄に
ついて口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
 
 
